
島根県公共事業再評価 対応方針（案） 作成日 令和３年 ６月

番

号

事業概要・事業主体

等

事業の進捗状況 事業採択時の状況及び社会情勢

の変化等

事業効果 環境への配慮

事業を中止した場合の影響 今後の県の方針案

（事業概要）

（事業主体の根拠）

（事業採択・着手・完了予定年度、

経過年数）

（進捗状況と今後の見込み）

（事業導入の経緯・目的）

（事業を取り巻く社会情勢）

（事業に対する地元情勢・計画の熟度）

（費用対効果）

（コスト縮減・代替案等）

（その他の効果）

（生活環境・自然環境への影響）

（事業を中止した場合の影響）

（継続・中止）

７

（事業名・地区）

神戸川

総合流域防災事業

（事業位置）

飯石郡飯南町赤名

      地内

（事業費）

783,700千円

（事業概要）

全体延長

L=550m 

掘削、橋梁架替

護岸、堰改築

（事業主体の根拠）

河川法第９条２項

（再評価区分）

②事業採択後 10 年

を経過している継

続中の事業 

（担当部課名）

土木部河川課

（事業採択・着手・完了予定年

度、経過年数）

事業採択年度：平成２３年度

用地着手年度：平成２３年度

工事着手年度：平成２４年度

完了予定年度：令和 ７年度

経過年数：１０年

（進捗状況と今後の見込み）

進捗率： ６５％

用 地： ９０％

工 事： ５５％

（事業導入の経緯・目的）

本事業区間は河川断面が小さ

く流下能力が低いことが原因

で、過去にたびたび浸水被害が

発生した。平成１８年の洪水に

より大きな被害が発生したこと

から治水対策事業に着手してい

る。

（事業を取り巻く社会情勢）

飯南町によりハザードマップ

が作成されているが、事業区間

が浸水危険箇所に位置づけられ

ていることから避難経路が長く

なり地元住民の負担となってい

る。

（事業に対する地元情勢・計画

の熟度）

沿川住民は再度災害防止のた

め、河川改修の早期完成を強く

要望しており、事業には協力的

である。

（費用対効果）

ｂ／ｃ＝２．０２

（コスト縮減・代替案等）

①河床掘削による護岸の取り壊

しを少なくするため既設護岸を

利用した根継工を導入し、その対

岸を掘削して広げる計画とする。

②既設の堰を可動堰とす

ることで必要最低限の河

道断面となるよう工夫し

ている。

③掘削土砂は他事業間と

の調整により残土の有効

利用を図る。

（その他の効果）

飯南町との調整により

本事業に合わせて右岸に

町道が新設される計画で

あり、より安全な生活基盤

が確保される。

（生活環境・自然環境への影響）

新設する護岸に環境保全型ブロ

ックを採用することで植生の早期

復元や水際の多様化を図る計画と

している。

（方針案）

継続

（継続・中止の理由）

現河川の流下能力

は依然として低いま

まであり、橋梁の架

け替え、堰の改築を

進め、早期に事業効

果を発現させる必要

がある。

（事業を中止した場合の影響）

流下能力が改善されないことか

ら同規模の洪水が発生した場合、家

屋等が再度浸水被害を受ける。

・浸水被害履歴

S40、47、50、53、55、58、61 
H18 

近年の損害履歴

H18：床上 1戸、床下 5戸、
浸水面積 1.5ha 
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町道町裏西線

神戸川 総合流域防災事業
志津見ダム

県管理
区間

事業区間 L=550m

国道54号神戸川

出典：マップonしまね

飯南町役場
赤名庁舎

道の駅
凡 例

改修済区間

未改修区間

想定氾濫区域

S58.7 被災写真 H18．7 被災写真

未改修区間の状況（R2.7.14）

改修後 13.7m

改修前 9.1m

指定避難所
（赤名農村環境改善センター）

要配慮者利用施設
（赤名保育所）

事業区間
L=550m

国管理
区間

凡例
：流域界
（神戸川上流域）

整備済区間
L=2.5km

氾濫実績区域(H18)

町道

根継工

護岸工

至
松江

至
広島

河床掘削（0.7m低下）

河川概要
神戸川は、島根県飯石郡飯南町から流下し、日本海に注ぐ流域面積471.3km2、延長79.7km の一
級河川である。

神戸川上流域（主に飯南町からなる区域）では過去何度となく浸水被害が発生しており、これまで
に飯南町下赤名から上来島にいたる約2.5km の区間において河川改修を実施している。当該事業
区間は治水安全度が不足していることから平成18年7月豪雨では家屋浸水被害が発生している。
神戸川の河川改修を行うことで、周辺地域の安全・安心に大きな役割を果たす。
事業概要
１．年超過確率1/30規模の洪水に対して浸水被害解消を図る。
２．河川の拡幅、河床掘削、橋梁架替、農業用取水堰の改築により流下能力を向上させる。

来島ダム
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①費　用　(億円)

事 業 費 維持管理費 合 計

基 準 年

単 純 合 計 　７．８４億円 　２．１６億円 １０．００億円

基準年における
現在価値　（Ｃ）

８．６０億円 ０．９３億円 ９．５２億円

②便　益

一般資産被害
軽減期待額

農作物被害
軽減期待額

公共土木施設
被害軽減期待額

間接被害
軽減期待額

基 準 年

完 成 予 定 年

単 年 便 益
（ 初 年 便 益 ） 　０．４０億円 　０．００億円 　　０．３１億円 　０．１１億円 　０．８２億円

基準年における
現在価値　（Ｂ）

９．４０億円 　０．０１億円 ７．１９億円 ２．５３億円 ０．０８億円 １９．２１億円

③結果

残 存 価 値
（ 便 益 ）

合 計

Ｒ３

Ｒ７

　　神戸川　流域治水対策河川事業　費用便益比

費用便益比(事業全体）　Ｂ／Ｃ ２．０２

Ｒ３

被 害 軽 減 期 待 額 （ 便 益 ）

※　間接被害：営業被害、応急対策費等の間接的被害　　※　残存価値：将来において施設が有している価値


